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t． 緒 言

　こ れ まで に 切削時の 凝着に よ る il具損傷 を接 合現 象の 観 点か ら検討 して きた
1
  特

に ，難削材の 場 合の よ うに
， 凝着 した被削材 に よ る ll具の 著 しい 損傷 は

， 接合状 態 と

な っ た被 削材 と L具との 接 合界面強度が 関与 して い る と考 えられ る．本 報告で は
， 固

領拡 散接合継 手の 高温 曲げ試験 を行い
， 高温 曲げ強 さや ， 試験 後の 破面観察に よ り破

断種践 に つ い て 調査 し， 凝 着に よ る 工 具損傷機構 につ い て 考察 した 。
’
）、　 供 試材料お よび実験方法

　本実験で 用 い た供試材料 は 前報 D と同様で あ る．工 具と被削材の 接合継手の 高温強

さを調査 す る ため ， 高温 4点 EIIIげ試馬灸を行 っ た ．試験丿
「
「

．
の 作 製は ・一

対 の 5 × 5 × 20mmi

形状 の 超硬 合金闘 に 05mm ’

の Ni 基合金 を挿 入 し， 固柏拡 散接合 を行 っ た．接合条f↑
は接 合温度 を i373K ．．・

定 お よび接 合時間 1500s と した．接 合継手を 3 × 4 × 40mms の

形状 に機械加工 し，Ar 雰囲気で 1373K に て 高温 曲げ 試験 に供 した． さらに 試験後 ，

SEM に よ る破面 観察お よ び X 線回折 を行 い
， 亀裂発 生位儼 を調査 した．

3、　 実験結果 お よび考察

　Flg．亅は 各Ni基 合金 と超 ：硬 合金 との 固相拡散接合継手の 高温4点曲げ強 さを示 した

もの で ある ．こ れ よ り，
イ ン コ ネル 系材料 は高 い 値 を示 し， Niの 約 2 〜 3倍の 値 を示

した ．次に
，

Inconel　718　S．　T ．！超硬合 金接合継手の 高温 4 点曲げ試験後の 破断試料に

つ い て ， Inconel　718S ．T．お よび超硬合金側か ら，
　 X 線 同折 を行 っ た ．　 Fig．2 はそ の 結

果の
．一・
例を示 した もの で ある ． こ れ よ り， lnconel　718　S．　T．側 お よび超硬合金側 に お

い て そ れぞ れ Inconel　718 お よ び η 相の ピー
クが 検出 された 。なお ，

　 Ni に つ い て は い

ずれの 破而に お い て もη相の ピー
ク は検出 されず ， 超硬合金側破 面か ら Ni の ピー ク

が検出 され た ．Inconel　600 に つ い て は 互nconei 　718 同様 ，
　 Inconel　600 お よびη相の ピー

ケ が 検出 され た ．さ ら に ，Fig．3 は破断起点に な っ た と考え られ る破 面先端 部の SEM

に よ る 観察結果の
．一一

例 を示 した もの で ある ．こ れ よ り， 超硬合金側破 面に は η相 と考

身 られ る 相が 観察 され る ．Ni基合金側破面は比較 的平滑な破 面で 付着物 と考え られ る

もの は観察 され ない ． なお ， Ni に つ い て は超硬 含金側破面 に Ni の 付 着が 観察 され ，
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ITIc（，nel 　600 につ い て は Inconei718の 場合 と同様の 破 面に な っ て い た．

　Fig．4 は 各 Ni基合金 と超硬合金 との 接合継手につ い て，高温 4 点 曲げ試験で の 破断

位置を模 式的 に尓 した もの で あ る，Niの 場 合，破断位概 は Ni内部が支配的 とな り，イ

ン コ ネル 系材料 の 場 合 ， 破 断位 置は 反応相 との 界面 も し くは界 面近傍の 反応相内部が

支配的 なる もの と考え られ る．また
， 凝着性が高 い イ ン コ ネル 系材 料の 接 合継手の 高

温 4点 曲げ強 さが 高い こ とか ら，接合界面強度 も高い と考えられ ， 接 合界面強度が 高

くな る ほ ど凝着 し易 くな る と i
”i
’
える．以 一ヒの こ とよ り

，
匚具損傷は 被削材 と工 具 との

接合 界面強度が 高 くな り，
王 具内部か らの 破壊が 支配的 に な る場合に著 し くな る と考
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Fig．　 i　 4　poiilt　bending　s．trength　ofvarious ．　Ni−

　　 base　atloys　1　KIOjoints　at　1373K．
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Fig．2X −ray　diffraction　pattems　fractured　sur−

　　 face　of　lnconel　718S ，T．1KIOjoint．
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Fig・4　Schematic　illustration　offracture 　posi−

　　 tion　of 　N レbase　a ］loys1K10joints ．

Fig．3Microstructures 　of　fractured　surface 　of

　　　Incone1718S ．T．1KIO ．ioint．
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